
～2019 年度 在宅医同行研修のお知らせ～ 

在宅医療の現場を 

ちょっと体験してみませんか？ 
ベテラン在宅医が在宅医療現場へお連れします！ 

 

2025 年には団塊の世代の方が全員、後期高齢者になります。少子高齢化がますます顕著にな

る横須賀・三浦二次医療圏では、高齢者がだんだんと外来に通えなくなり、在宅医療の必要量は

1.4 倍になると推計されています。 

現在も多くの在宅医の先生方が、患者さんに寄り添い、在宅医療・在宅看取りを支えています。

しかし、進展する高齢化は、より多くの在宅医を必要としています。 

また、在宅医療を広げるためには、地域での病診連携も重要です。入院時・退院時に在宅医の

先生と、病院の先生や看護師さん、コメディカルの方々がスムーズに連携していくことがとても

大切です。 

 

 ～在宅医療に関わるきっかけはさまざまです～ 

例えば… ＊かかりつけの患者さんが外来に通えなくなって 

＊入院している患者さんが、退院後に在宅医療を希望していて 

そんなときのためにも、在宅医療の現場を“ちょっと体験”してみませんか？ 

 

内 容  すでに在宅医として活躍されている医師に同行し、在宅医療の現場を体験する。 

      ＊詳しい内容は、指導在宅医と直接調整し、決めていただきます。 
 

対 象  ①在宅医療を行っていない診療所の医師 

      ②すでに在宅医療を行っている診療所の医師 

      ③市内病院勤務の医師・看護師・その他コメディカル 

      ④診療所歯科医師・歯科衛生士 

      ⑤薬局薬剤師 
 

募集人数  先着 20 名 
 

参 加 費  無料 
 

参加方法  ①別添申込書を横須賀市地域医療推進課へ FAX で送る。 

      ②横須賀市が在宅医とのマッチングを行い、申込者へ連絡する。 

      ③指導在宅医と申込者が直接日程調整し、同行する。 

      ④終了後、受講者が簡単な報告書を提出する。 
 

主 催  横須賀市、一般社団法人横須賀市医師会 

 

担当：横須賀市健康部地域医療推進課 竹本、白石 

TEL 046-822-4332  FAX 046-822-4363 

E-mail iryouseisaku@city.yokosuka.kanagawa.jp 
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